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氏 名    岩岡 中正 

推薦団体   熊本県文化協会 

主な活動地  熊本市 

  

概要 

岩
岡 

中
正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 

賞 
い
わ
お
か 

 
 

な
か
ま
さ 
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岩
岡
中
正
氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
九
州
大
学
法
学
部
在
学
中

に
俳
句
を
学
ば
れ
、
以
降
五
十
三
年
に
わ
た
っ
て
俳
句
創
作
に
取

り
組
ま
れ
、
多
く
の
作
品
集
や
評
論
集
等
を
出
版
さ
れ
る
な
ど
俳

句
界
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

氏
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
同
人

に
な
ら
れ
、
以
降
、
熊
本
大
学
法
学
部
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
創

作
活
動
し
、
多
く
の
作
品
集
や
評
論
集
等
を
出
版
。
平
成
十
一
年

か
ら
俳
誌
「
阿
蘇
」
を
主
宰
さ
れ
る
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
「
日

本
伝
統
俳
句
協
会
」
副
会
長
や
国
民
文
化
祭
の
俳
句
の
審
査
委
員

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
俳
句
の
振
興
・
普
及
に
向
け
て
全
国
的
に

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
の
み
な
ら
ず
全
国
の
俳
句
界
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
の
四
年
間
、
熊
本
県
文
化
協
会
の

副
会
長
と
し
て
、
熊
本
県
の
文
化
の
振
興
、
特
に
文
学
部
門
の
活

性
化
を
牽
引
す
る
な
ど
本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
三
年 

九
州
大
学
在
学
中
に
俳
句
を
学
び
、
創
作 

 
 
 
 
 
 
 

活
動
を
始
め
る 

昭
和
五
十
七
年 

俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
に
な
る 

平
成
四
年 

 
 

「
新
人
句
集
（
二
）
」
共
著
（
永
田
書
房
）

 

以
降
、
著
書
を
多
数
出
版 

平
成
七
年 

 
 

朝
日
俳
壇
賞
受
賞 

平
成
十
六
年 

 

熊
本
県
文
化
懇
話
会
賞
受
賞 

平
成
二
十
年 

 

第
五
十
回
熊
日
文
学
賞
（
受
賞
作
品
「
春 

雪
」
ふ
ら
ん
す
堂
） 

平
成
二
十
二
年 

第
十
一
回
山
本
健
吉
文
学
賞
・
評
論
部
門 

（
受
賞
作
品
「
虚
子
と
現
代
」
角
川
書
店
） 

 

 

役
職 

 
 
 
 
 

 
 

・
熊
本
大
学
名
誉
教
授 

・
俳
誌
「
阿
蘇
」
主
宰 

 
 

・「
草
枕
」
国
際
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
会
長 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


